
 

    大湫町夏祭り 8/12（土） 

     今年も盛り上がったね！ 
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平成 29 年 9 月 

第 374 号 

「おおくて寺子屋」にて作成した行燈 



木工教室 8月 6日(日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音の出るおも

ちゃを作ったよ 

親子で、おじいちゃんと

いっしょにみんな楽しそ

うだね・・・ 

みんな、素敵な音のでる作品ができました 

こ
れ
は
、
♪
ド

の
音
か
な
？ 

う
ん
、
い
い
音

色
だ
よ
♬ 

大作が出来そうだね 



 
寺
子
屋
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 

Ｏ
・
Ｓ 

 

僕
は
、
「
寺
子
屋
」
に
い
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
親
に
聞
い
て
も

ま
と
も
な
答
え
が
か
え
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
ま
と
も
な
答
え
が
か
え
っ
て
き

て
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

「
寺
子
屋
」
に
い
っ
た
お
か
げ
で
、
に
が
て
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

も
と
か
ら
宿
題
は
終
わ
ら
せ
て
お
い
た
け
ど
、
も
っ
と
で
き
ま
し
た
。「
寺
子
屋
」

は
、
一
人
一
人
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
わ
か
り
や
す
く
、
わ
か
る
ま
で
教
え
て
く
れ

た
の
で
、
納
得
で
き
る
ま
で
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
寺
子
屋
」
は

み
ん
な
の
た
め
に
も
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

 

 

 

後半には、「かるがも学童」も参加され『行燈』づ 

くりをして、その作品を「大湫町夏祭り」にて披露していただきました。

（一部を表紙に載せてあります） 
 

『おおくて寺子屋』7/25～8/10（6回開催） 

 長い夏休み、子どもたちは頑張りましたよ。誉めてあげてくださいね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺
子
屋
に
参
加
し
て
み
て 

 
 
 

Ｋ
・
Ｙ 

 
 

私
は
お
母
さ
ん
の
す
す
め
で
寺
子
屋
に
参
加
し
て

み
ま
し
た
。
本
当
は
、
い
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
け
ど
、

行
っ
て
み
た
ら
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
は

分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
て
も
先
生
が
す
ぐ
に
き
て
分

か
り
や
す
く
説
明
し
教
え
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

夏
祭
り
で
か
ざ
っ
て
あ
っ
た
灯
ろ
う
も
寺
子
屋
で
作

り
ま
し
た
。
い
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。 

 

みんな、

真剣‼ 

 

寺
子
屋
の
感
想 

 
 

Ｉ
・
Ｍ 

 

わ
た
し
はⅹ

と
ｙ
が
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
け

ど
先
生
に
お
し
え
て
も
ら
っ
て
だ
い
た
いⅹ

と
ｙ

の
式
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も

漢
字
な
ど
を
ち
ょ
く
せ
つ
お
し
え
る
の
は
な
く
、

自
分
で
調
べ
て
書
く
と
い
う
こ
と
が
み
に
つ
き
ま

し
た
。
わ
か
ら
な
い
所
を
お
し
え
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
も
夏
休
み
に
あ

っ
た
ら
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 



これは、中山道 400 年

祭やね 

                

 6日(土)に草刈りをしましたが、雨が続き運動場のコン 

ディションは最悪。急きょ公民館駐車場に会場を移しました。 

 

 

 

 

 

 午後 2時からは故安藤秋義氏が撮りた 

めてみえた「秋さのビデオ」鑑賞会。 

 

 

 

 

 それぞれ、出店の皆さんお疲れ 

さまでした。今年は、「おおくて寺子 

屋」で作った行燈も披露されまし 

たよ。 

 

 

 

 

 

 

 

         今年もフィナーレは、大湫の夜空 

に輝く花火です。 

スタッフの皆さん、お疲れ様でした。 

雨さえ降らな、前に

使ってた会場やで、

ここでええのぉ・・・ 

ほらぁ、ええにい！ 

なつかしいねぇ 
あっ！あの人やらぁ 

わぁ、昔の婦

人会やにぃ 

みんな、上手だね 

木枠に段ボールや風船

を利用して枠を作ったり

みんな工夫してあるね 

今年は新しく「右肩あが

り」踊りが披露されたよ 

みんな、いい汗

かいたね 

中学生以下と大人に分

かれて、餅投げ大会 

みんな、必死です！ 

お願い、ここに投げて 

下を見た方が、拾え

るねぇ・・・！ 

ちょっと狭ぁけど、ええやらぁ 

(会場準備) 
(ビデオ鑑賞会) 

お休み処 鮎の会 

子ども会 

青少年コーナー 

寺子屋「行燈」 

盆踊り 

餅投げ 

花火 

 
8月 12日（土） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
神
田
区
花
火
&
バ
ー
ベ
Ｑ
大
会 

板
橋 

 

 

八
月
十
九
日
、
神
田
区
花
火
＆
バ
ー
ベ
Ｑ
を
始

め
る
と
、
天
候
が
い
き
な
り
変
わ
り
雨
が
降
っ
て

き
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
が
お
に
ぎ
り
・
漬
物
な

ど
た
く
さ
ん
の
差
し
入
れ
を
持
っ
て
来
て
下
さ
い

ま
し
た
。
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
、
な
か
な
か
顔

を
合
わ
せ
る
事
も
な
く 

「
こ
の
子
は
ど
こ
の
子
や
っ
た
？
」 

「
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
か
ぁ
」 

な
ど
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
改
め
て
大
事

な
地
域
交
流
の
行
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

花
火
の
打
ち
上
げ
頃
に
は
雨
も
止
み
、
き
れ
い

な
花
火
を
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
に
と
っ
て
も

こ
の
夏
休
み
の
思
い

出
が
一
つ
増
え
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。 

＊
足
又
の
夏
祭
り
＊ 

8/26 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
今
年
の
夏
祭
り
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」 

毎
年
夏
の
奉
仕
作
業
後
の
区
総
会
で
議
題
に
上

が
り
ま
す
。
足
又
の
夏
祭
り
は
ま
だ
歴
史
が
浅
く
、

区
民
の
希
望
が
あ
れ
ば
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。 

そ
れ
で
も
、
区
民
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
分
担
、
得

意
な
分
野
を
活
か
し
て
当
日
ま
で
準
備
を
進
め
ま

す
。
子
供
会
は
ビ
ン
ゴ
に
花
火
、
ス
イ
カ
割
り
、

大
工
さ
ん
は
流
し
そ
う
め
ん
づ
く
り
、
釣
り
仲
間

は
鮎
か
け
岩
魚
釣
り
、
女
性
陣
は
調
理
メ
ニ
ュ
ー

の
準
備
な
ど
、
開
催
ま
で
の
行
程
も
村
祭
り
の
醍

醐
味
で
す
。 

 

当
日
は
雨
上
が
り
の
爽
や
か
な
夕
べ
と
な
り
、

ご
来
賓
の
皆
様
方
に
も
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
平
成
二
十
九
年
の
晩
夏
の
夜
も
更
け
て
い

き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

足
又
区
長 

 

「図説 団塊の世代」 百冊町へ寄贈 

 「柳屋」の足立妙子さん（現在名古屋市在住）から、夫章一氏の遺作

となった「図説 団塊の世代」百冊を縁のある大湫町へ寄贈したいとの

申し出があり、有難くお受けすることといたしました。 

昭和時代を生きてきた私たちにとっては、誠に懐かしい生活のひとコ

マひとコマが、克明に描写されており、心を打たれるものがあります。

今後は「おもだか屋」等で、有償で頒布していきたいと思います。 



 動植物を観察する          2017年 8月 10日 山口清重  

 日本列島に自生する植物は約 6000種類ある。東西南北に点在する島国の

日本は降雨量も多く植物の住みやすい環境のようだ。地球上には約 40万種

の植物が確認されているらしいが、毎年新種の報告がされていることから

今後新種発見の努力は続くと思われる。 

2016 年秋環境省は帰化動植物の調査をした。7 月各地で調査についての

説明会を開き、今後の調査について資料説明があった。 

 帰化動植物と一口に言っても、対象の種類をどこまでにするのかという

意見もあった。さかのぼれば日本列島の動植物は大陸から渡ってきたこと

には間違いない。帰化動植物を近年人間によって導入され山野に放された

り、逃げ出したりした動植物を対象にしただけでもかなりの種類になりそ

うだ。 

 穀物の輸入に伴い、「ただ乗り」風で船舶・飛行機などに乗って渡航する

こともあるらしい。一度だけだが飛行機で移動中に、機内を昆虫が飛び回

っていたことがあった。帰化動植物についての説明は別の機会に説明する。 

 岐阜県の東南には標高 2191ｍの恵那山がある。麓には世界的に有名な植

物が多数自生している。この東濃地方は中津川・恵那・瑞浪市の渓谷を下

って伊勢湾に流れる木曽川の中流域にある。この急流域には水力発電所の

ダムが 6 個所あり日本でも代表的な急流になっている。その東側には庄内

川の源流になる土岐川に沿って瑞浪・土岐・多治見市がある。この細長い

谷に沿って地球上でもこの地方に特異的に自生する植物が多く、20年ほど

前に調査したが、その後の開発行為で自生地が減少していった。 

 この植物の自生地を保存するには、東濃地方に住んでいる我々が重要な

自生地であることを認識することが必要条件であろう。その後の調査資料

を整理し報告書として発行することを計画している。 

 夏になると発病するこの「病」、大湫にも数人はいるらしいが、秋風が吹

く頃になると自然治癒力で治ってしまう。厄介なのは毎年発病することだ。

木曽川の支流で、鮎釣りでは有名な付知川に通って 30年になるが、河川の

生態系調査で私の担当はこの川の動植物調査だ。鮎釣りといっても天然遡



リ・アップ“ひよも”だより 
 

      ９月のお茶のみ会のおさそい 

    日 時：9 月 6 日（水曜日）9：30～11：00 頃まで 

    場 所：ふれあいセンター     

参加費： ５０円 

                

               お待ちしています 
 

 

上の不可能なこの川は春に稚魚を放流する。夏になると高齢者クラブが 9

ｍもある竿を川の中で真剣に振り回しているのだ。彼らのことは老人とは

言わない。 

 調査の内容を少し話すと、足に当たるほど住んでいたアジメドジョウ・

ヨシノボリ・ウグイなどが減少し、オイカワなどはほとんど確認されなく

なった。下流に猿飛という景観の良い岩場があって一日眺めていても飽き

ない景色の良い渓谷だ。小さな滝が二つあって揉まれた末に泡だらけにな

って水面を流れていく。「泡で魚が見えん」この淵の鮎釣りの常連達はいつ

もそう話していた。それから 10年後、数年前から淵から泡が消えた。それ

と同時に魚が少なくなり鮎は一匹も見られないこともある。また魚の餌に

なっていた川虫の仲間も少なくなったのはなぜなのか。次回は 30年間の観

察内容について考えてみることをする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

故安藤秋義氏 寄贈品展示コーナー 

＊ご遺族の方より平成 29年 5月 7日に大湫町で有効 

 に活用して下さいと申し出が有り、町で保管・管理 

 することとしました。 

＊大湫町民の皆さんに貸し出しを致しますので、ご 

希望の方はコミュニィ事務所へ申し出下さい。 

＊勝手に持ち出さないで下さい。また、取り扱いに 

は十分気を付けて下さい。 

釜戸の牧野さんが「手作り紙芝

居」をやって下さいます。皆さん

来て下さいネ 



 

パターゴルフ場の草刈り作業 8月 17日（木） 

 

                          雑草が伸びきっ

ていた町内パター

ゴルフ場は役員他

の皆さんできれい

さっぱりしていた

だきました。参加 

された皆さんありがとうございました。 

                          

 

  大湫景観まちあるき&ワークショップ 8月 20日（日） 

 大湫の景観保存のために、大湫宿の特徴や現状の把握を調査しました。 

名古屋工業大学松 

本名誉教授や岐阜 

工業高等専門学校 

櫻木准教授と生徒 

さんと市職員そし 

て地元 

の皆さん 

延べ 40名 

程の方が、 

宿やその 

周辺を歩き 

良いところや気になるところを探しました。 

 公民館に戻って 

からは、歩いて 

見つけたことや 

伝えていきたい 

ところなど話合 

いました。暑い中、参加下さいました諸先生方、生徒さんそして町民の皆

さんお疲れ様でした。 

暑い中での作業、皆

さんお疲れ様でした 

素
晴
ら
し
い
建
物
が
、

多
く
残
っ
て
い
る
ね
ぇ 

こっちもあっちも、有形文化財かね・・・！ 

ここの門構え、いいね！ 



「大杉の大しめ縄づくり」 

日時：9月 17日（日）（雨天は 9/18） 

   午前 8時から作業、その後神明神社へ。 

場所：ふれあいセンター 

参加費：500円 

 

 私が丸森で仕事をさせていただいて思ったのは、想像以上に宿場を歩く

人が多い事です。 

 町の長年にわたる努力の積み重ねでしょう。 

 春、高校の遠足で 150名。土間で身動き出来ず道までも人・人で圧迫感

の中、こんな高校が増えれば良いのにと思いました。 

 バスツアーもありました。京都・大阪と 2台が一緒になり、その中には

四国も廻ったという人。オーストラリアからのグループは、ふれあいセン

ターのおしゃべりサロンでコーヒーを飲まれた様です。 

 東海道は歩いたから今度は中山道を歩いているという人、四日市、名古

屋から来て自然の景色、空気がおいしいという方々、丸森のスケッチ画と

お礼の文
ふみ

は能登の方です。 

 アンケートも多くの方々にお答えいただきました。改善点、要望なども

見えてきている様ですが「地元のおばさん 2人とお話できて良かった」「暑

い中を歩いた後、ほっとする思いでした」と書かれており、こちらの方が

温かい気持ちになりました。 

 8月末からは、手作りの根付（とんぼと帽子）を飾ります。どんな材料

で作ったのか当てて下さいね。「オオクテ・ツクルテ」も今から楽しみにし

ています。丸森へも多くの人が来て、大湫宿はにぎやかになると良いです。 

松井恵子 

 

   

 

 

 

参加者募集 



グランド・バザール「大
だい

・クテの市」を開きます！ 

9月 24日（日）は、「オオクテ・ツクルテ」が開催され、旧大湫小学校

のグラウンドが主会場となります。 

この催しに協賛し、公民館前で「大・クテの市」（10:00～14：00）を開

きます。多数のご来場をお待ちします。 

この「大・クテの市」には、「米屋」に残されていた古物や町内在住者に

よる農産物、手芸品、竹炭・木酢酢（大湫炭焼同好会）、「長寿大杉スプー

ン」（大杉で作製したスプーン）、リサイクル品、花木苗（山口植物園）な

どを販売します。 

いずれも市価よりうんと安いものばかりです。出品されるものが決まり

次第ホームページ（http://okute-shuku.jp）でも紹介します。 

町内の皆さまは、どなたでも出品することができます。 

 

提供ルール 

１．価格は各自で付けていただきます。 

２．売上額の 10％をコミュニティ推進協議会に収めていただきます。 

３．売れ残り品は返品とします。当日 5時までに引き取るか、翌日 8時 30分から 

10時までに引き取ってください。 

４．出品者は、品物を当日（9月 24日（日））の 8:30～9:30 までに公民館に持 

ち込んでください。当日が無理な場合は公民館（0572-63-2360）に事前にご

相談ください。 

 
 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

八
月
の
俳
句 

天
野
辰
代 

沙
羅

さ

ら

の
花
里
を
見
下
ろ
す
地
蔵

じ

ぞ

う

尊 そ
ん 

日
課
な
る
写
経
の
筆
や
終
戦
日 

 

山
口
雪
子 

指
先
に
ま
と
ひ い

付
く
糸
朝
曇
り 

五
十
戸
の
里
を
響 ひ

び

か
す
花
火
か
な 

 第 1回公民館運営委員会 8/22（火） 

 指定管理が導入されて初めての

「公民館及び丸森」の運営委員会が

開催されました。 

それぞれの中間報告と後半の事

業計画(案)を聞き、その後実施事業

の問題点や課題などについて話し

合いました。町民の皆様もお気づき

の点がありましたら、公民館までご

連絡下さい。 

 



青色回転灯防犯パトロール 

９月のパトロール予定者 
 

いきもの語り（３） 

名は体を表す 

ママコノシリヌグイ。一度聞いたら忘れられない植物の名前の一つ。茎

に棘
とげ

があり、触ると痛く、これでお尻を拭かれたらさぞかし痛かろうに。

継母の残忍さか。お尻拭きと植物は縁があります。紙は植物の繊維が原料。

紙すきの技術が日本に伝えられたのは 7 世紀ですが、お尻を拭くには紙は

貴重すぎました。フキの葉も紙の代替品だったようで、フキの名前はこれ

が語源とする説もありますが…。江戸時代末まで、町人は木べら（籌
ちゅう

木
ぎ

）

で排便後のお尻を拭
ぬぐ

っていたようです。トイレの遺構からこの板切れが見

つかります。 

ヘクソカズラ。クサギ。これらも忘れ難い名前です。名前を付ける作業

は、仕分け（分類）をするには欠かせません。イヌフグリ（犬の陰嚢）。言

いえて妙な命名ですが、かの牧野富太郎氏が名付け親。早春にコバルト色

の花をつけるなじみの植物は、オオイヌノフグリ。タチイヌノフグリとと

もに外来種（イヌフグリも古い時代の外来種とする説も）。 

ところで、「葉や茎を食用にする草の総称は菜
な

」。これは『大辞林』の説

明。「草」とか「菜」いうような一括りでは、分類学という学問を持ち出す

までもなく不便です。ナズナ、モチナ、キクナなどのように名前を付ける

ことで一つ一つが区別されます。すでに名前のあるものによく似た生き物

が新たに見つかると、別の名前を付けて区別をします。サンショ（山椒）

に似たイヌザンショやカラスザンショ。イヌナズナ・イヌビエ、スズメノ

テッポウ・スズメノカタビラ、カラスウリ・カラスノエンドウなどは、犬・

雀
すずめ

・烏
からす

のような人に身近かな生き物の名前を頭に付けて命名されていま

す。 

名前にはその由来があります。それを探ってみるのも面白いかもしれま

せん。                         長谷川 明 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

9/上旬 

大竹市ヱ門・棚橋雅美 

9/下旬 

渡邊和隆・松浦大哲 

オススメ！大湫分室の本 

「暮らしを美しく飾る花図鑑」 

増田由希子：刊 

 人気のフラワースタイリストによ

る花図鑑。身近で手に入りやすい 40

種類の花の特徴や扱い方のポイント

などを解説。写真も美しく、見ている

だけで心が和みます。 
 



観
光
で
町
づ
く
り 

皆
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
今
年
も
体
験
し
た
こ
と
の
な
い

猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
昔
か
ら
大
湫
の

良
さ
は
、
瑞
浪
の
中
心
部
よ
り
三
度
か
ら
五

度
ぐ
ら
い
低
温
で
、
東
濃
の
軽
井
沢
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
生
活
す
る
に
は
不
便
で

し
た
が
、
住
む
に
は
良
い
処
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

手
前
味
噌
で
す
が
、
何
よ
り
人
情
豊
か
で

「
住
み
よ
い
町
だ
」
と
言
わ
れ
る
と
嬉
し
く

な
り
ま
す
。
小
学
校
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
市
の
窓
口
が
あ
り
、
農
協
も
あ

っ
て
便
利
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
戸
数
百

二
十
五
戸
、
人
口
三
百
人
程
で
す
が
、
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。 

何
処
の
田
舎
も
、
若
者
の
働
く
場
所
が
な

く
、
先
行
き
が
心
配
で
す
が
、
中
に
は
都
会

の
煩
わ
し
さ
を
嫌
っ
て
田
舎
に
一
家
で
引

っ
越
す
人
も
あ
り
ま
す
。
町
の
生
活
に
比
べ

て
農
山
村
の
暮
ら
し
は
想
像
以
上
に
厳
し

く
後
悔
す
る
人
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
の
レ

ベ
ル
を
下
げ
れ
ば
結
構
楽
し
い
と
満
足
し

て
い
る
人
も
あ
り
ま
す
。 

何
は
と
も
あ
れ
、
生
活
が
成
り
立
た
な
く

て
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
昨
今
は
、
陶
芸

を
志
し
て
移
住
さ
れ
た
方
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
昼
間
は
バ
イ
ト
で
生
活
費
を
稼
ぎ
、

夜
は
将
来
を
夢
見
て
ロ
ク
ロ
を
廻
す
作
業

は
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。 

折
角
田
舎
に
移
住
し
た
の
で
す
か
ら
、
自

家
用
の
野
菜
を
つ
く
る
と
共
に
、
最
近
開
店

し
た
「
ク
テ
の
市
」
に
出
荷
す
れ
ば
訪
れ
た

人
に
「
み
や
げ
物
」
と
し
て
喜
ば
れ
る
と
思

い
ま
す
。 

年
金
生
活
で
、
健
康
の
た
め
に
自
家
用
野

菜
を
つ
く
る
の
は
楽
し
い
が
、
専
業
農
家
に

負
け
な
い
よ
う
な
野
菜
づ
く
り
は
大
変
で

す
。
加
工
品
を
つ
く
る
と
か
、
特
産
品
を
工

夫
す
れ
ば
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
と
言
う
私

も
三
十
年
近
く
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
ヒ
ッ

ト
商
品
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

当
時
は
大
湫
宿
を
訪
れ
る
人
が
少
な
く
、

何
を
や
っ
て
も
中
途
半
端
で
し
た
。
時
代
は

代
わ
っ
て
、
地
方
の
活
性
化
に
観
光
事
業
で

生
き
残
る
道
を
考
え
る
自
治
体
も
多
く
な

り
ま
し
た
。 

幸
い
、
市
よ
り
大
湫
宿
の
町
並
み
保
存
に

格
別
の
配
慮
を
頂
い
て
お
り
、
昨
年
は
「
丸

森
」
の
復
元
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
整
備
し
た
い
旧
家
が
あ
り
ま
す

が
、
到
底
地
元
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

市
や
県
の
支
援
が
不
可
欠
で
す
。「
叩
け
よ
、

さ
ら
ば
開
か
れ
ん
」
で
、
ま
ず
地
元
が
汗
を

流
す
こ
と
が
先
決
だ
と
思 

う
も
の
で
す
。 

 
 
 

天
野
長
三
郎 

 



                    

                    

                    



 
                   

 

これからの大湫は行事がいっぱい。是非、参加して下さい。 

 ○「オオクテ・ツクルテ」9/23（土）・24（日）・30（土）・10/1（日） 

    時間 10：00～16：00  場所：旧大湫小学校グランド 

＊パンフレットは公民館や丸森にあります。 

 ○神明・白山神社大例祭 10/1（日） 

    詳しくは配布（回覧）しましたチラシをご覧ください。 

 ○大湫町文化祭 11/3（祝・金） 

    詳しい事は後日お知らせします。 

他にも、各地区の秋祭りや学校の運動会並びに体育大会などもあります。

皆さん、体調を整えおおいに楽しみませんか・・・ 

これからの大湫は行事がいっぱい。是非、参加して下さい。 

 ○「オオクテ・ツクルテ」9/23（土）・24（日）・30（土）・10/1（日） 

    時間 10：00～16：00  場所：旧大湫小学校グランド 

＊パンフレットは公民館や丸森にあります。 

 ○神明・白山神社大例祭 10/1（日） 

    詳しくは配布（回覧）しましたチラシをご覧ください。 

 ○大湫町文化祭 11/3（祝・金） 

    詳しい事は後日お知らせします。 

他にも、各地区の秋祭りや学校の運動会並びに体育大会などもあります。

皆さん、体調を整えおおいに楽しみませんか・・・ 

ご招待券あります（各 2名様） 

○特別展観 

『木曽海道六拾九次之内』 

 期間：10/1まで 

 場所：中山道広重美術館 

○浦上父子コレクション展 

『引き継がれるコレクター魂』 

 期間：9/9～10/22まで 

 場所：県現代陶芸美術館 

＊詳しくは事務所まで 

 

＊大湫宿お休み処 

9月の営業は 3日(日)・10日(日)・17日

(日)・18日(月)・23日(土)・24日(日) 

30日(土)です。 

 ☆当日(急ぎ)の予約は丸森へ

℡：0572-63-2455 

＊おもだか屋『ほっか』 

9月営業日 (原則)毎週金、土、日曜日  

営業時間 AM10：00～PM2：00  

（ただし、営業日は変更になる事もあります。） 

○『天野裕夫彫刻の世界』 

期間：9/9～11/12まで 

場所：市之瀬廣太記念美術館 
 

対談会のお知らせ 

10月 14日（土） 

午後 1時 30分～午後 3時 30分 

「天野裕夫のこれまでとこれから」 

県立美術館副館長 正村 美里 氏 

 

 

 
 
 

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

7 月 35 便延べ 64 名 

 

利用して下さいね 

利用して下さいね 

利用して下さいね 

ロビーギャラリー展示品 

公民館ロビーの壁面を飾ってみ

ませんか？写真・絵画・書など皆

さんの力作をお待ちしております 

 

利用してくださいネ 

募
集
中 

http://chocoe.com/image_20120823AE.html
http://chocoe.com/image_20120823AE.html


区
長
日
記 

 

 

今
年
も
夏
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
子
供
た
ち
に
は
ひ
と
夏
の

思
い
出
を
、
お
年
寄
り
に
は
地
域
の
人
た
ち
と
の
団
欒
の
ひ
と
時
を

提
供
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
体
育
委
員
を
中
心

と
す
る
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
夏
は
天
候
不
順
で
、
警
報
発
令
に
よ
る
避
難
所
開
設
も
複

数
回
に
わ
た
り
、
待
機
職
員
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
お
陰
様

で
大
湫
町
で
は
大
き
な
災
害
も
な
く
過
ぎ
ま
し
た
が
、
釜
戸
で
は
思

い
が
け
な
い
事
故
の
発
生
と
な
り
ま
し
た
。
消
防
団
の
皆
様
に
は
徹

夜
で
の
救
援
活
動
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
景
観
ま
ち
あ
る
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
見
学
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
家
屋
の
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

子
供
は
子
供
な
り
に
、
お
年
寄
り
は
お
年
寄
り
な
り
に
そ
の
能
力

に
応
じ
て
社
会
へ
の
参
加
意
識
の
持
て
る
地
域
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
長
会
長 

足
立 

８
月
２
日 

夏
祭
り
踊
り
練
習
会 

３
日 

瑞
浪
市
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会 

 
 

４
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

 
 

５
日 

定
例
夏
祭
り
準
備
草
刈
り
作
業 

 
 

８
日 

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
実
行
委
員
会 

 
 

９
日 

夏
祭
り
踊
り
練
習
会 

 
 

12
日 

大
湫
町
夏
祭
り 

 
 

15
日 

戦
没
者
慰
霊
祭 

 
 

17
日 

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
整
備
作
業
・
敬
老
会
実
行
委
員
会 

 
 

18
日 

釜
戸
区
長
会
オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
Ｐ
Ｒ
活
動 

 
 

19
日 

神
田
夏
祭
り 

 
 

20
日 

大
湫
景
観
ま
ち
あ
る
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 

22
日 

公
民
館
運
営
委
員
会 

 
 

25
日 

み
ん
な
の
農
園
管
理
作
業 

 
 

26
日 

西
森
わ
い
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
足
又
夏
祭
り 

 
 

27
日 

志
多
ら
太
鼓
練
習
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
花
の
森
整
備
作
業 

 
 

28
日 

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
記
念
品
づ
く
り 

 
 

31
日 
瑞
浪
市
空
き
家
等
対
策
協
議
会 



                  

   

編
集
後
記 

  

皆
様
、
八
月
は
い
か
が
お
過
ご
さ
れ
ま
し 

た
か
？ 

 

長
い
お
休
み
は
、
親
も
子
も
ペ
ー
ス
が
変
わ 

り
大
変
だ
っ
た
り
し
て
・
・
・
。 

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
休
み
の
方
が
塾
や
習
い
事 

部
活
な
ど
余
計
に
大
変
な
お
子
さ
ん
が
い
た
り
し 

て
、
お
家
で
ゆ
っ
く
り
出
来
な
か
っ
た
り
…
！ 

 

学
生
さ
ん
た
ち
は
、
新
学
期
が
始
ま
り
、
ま
た 

い
つ
も
の
生
活
が
戻
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
し 

ょ
う
が
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
が
つ
づ
き
ま
す
。 

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い 

ね
・
・
・
ｙ 

 
 

  

三
〇

二
九

二
八

二
四

二
三

一
八

一
七

一
六

一
五

十 九 六 四 三 二 一 日

土 金 木 日 土 月 日 土 金 日 土 水 月 日 土 金 曜

　
　
行
　
　
　
事

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
三
日
目

広
報
委
員
会

釜
小
社
会
見
学

(

三
年
～

六
年

)

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
二
日
目

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
/

釜
小
運
動
会

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
一
日
目

＊
秋
分
の
日

（
し
め
縄
作
り
予
備
日

)

＊
敬
老
の
日

大
杉
大
し
め
縄
づ
く
り

集
ま
ろ
う
会
/
釜
中
体
育
大
会

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
実
行
委
員
会

大
湫
町
敬
老
会

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

夢
づ
く
り

「
花
の
森
東
屋

」
作
業

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

財
産
区
全
員
会
議

秋
季
奉
仕
作
業

集
ま
ろ
う
会
/
中
仙
道
G
C
夏
祭
り

瑞
長
連
福
祉
大
会

定
例
区
長
・
幹
事
会

予
　
　
　
定

平
成
二
十
九
年
九
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：9/22(金)不燃ごみ： 9/ 6(水)
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